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【内容要旨】（1,200字以内） 

 

【背景と目的】転写因子 MafB（v-maf musculoaponeurotic fibrosarcoma 

oncogene homolog B）はマクロファージの分化に関与し、細胞機能の調節に関

与している。これまで、当講座では MafB が Fcgr3 の発現を誘導することでマ

クロファージの貪食に関与することを示した。マクロファージはアポトーシス

細胞を生体内で貪食・処理する役割も演じており、この機構はエフェロサイト

ーシスとして知られている。エフェロサイトーシスには Axl 受容体チロシンキ

ナーゼ（Axl）が必要であることが知られている。しかし、マクロファージにお

ける MafB とエフォロサイトーシスの関連は不明であり、また MafB と Axl の

関連も不明である。本研究においては当講座で樹立された MafB 発現抑制細胞

（RAW264.7-MafB-shRNA 細胞）を用いて、これら関連について検討した。 

【方法】マウスから摘出した胸腺を細胞に単離し、デキサメサゾン処理を行い

アポトーシスを誘導後、胸腺細胞を蛍光標識した。RAW264.7-MafB-shRNA 細

胞とコントロール細胞に標識アポトーシス細胞を添加して、蛍光顕微鏡とフロ

ーサイトメトリーにて、その貪食陽性細胞の割合について検討した。また、リ

アルタイム PCR およびウエスタンブロッティングにて、Axl の mRNA および

蛋白を定量し比較した。さらに、Axlと GFPを同時に発現するプラスミドベク

ターまたは GFP のみを発現するコントロールプラスミドベクターを

RAW264.7-MafB-shRNA細胞に遺伝子導入し、アポトーシス細胞に対する貪食

能について比較した。 

【結果】蛍光顕微鏡とフローサイトメトリーにて RAW264.7-MafB-shRNA 細

胞では、コントロールに比してアポトーシス細胞貪食能が有意に低下していた。

Axl の mRNA およ び 蛋白 発 現は コン ト ロ ール 細 胞 と 比 較し 、

RAW264.7-MafB-shRNA細胞で有意に低下していた。さらに、コントロールプ

ラスミドを導入した RAW264.7-MafB-shRNA 細胞と比較し、Axlを強制発現さ

せた RAW264.7-MafB-shRNA 細胞でアポトーシス細胞に対する貪食能の改善

が確認された。 

【結論】マクロファージにおいて、MafBは Axlの発現を誘導し、エフェロサイ

トーシスを制御していることが示唆された。 
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